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政策の体系
基本目標（大項目）

10,716基本施策（中項目） 1 斎場維持管理事業

評価結果

Ａ ～ Ｅ

和気北部衛生施設組合斎場負担金事業

Ｂ

施策を構成する

事　務　事　業

3 255

直　接
事業費

直　接
事業費

細　事　業

単 市

単 市

単 市

事業分類

市有墓地施設維持管理事業

(高 ～ 低)

Ｂ

備前斎場維持管理事業

単 市

県トラック協会会費

和気北部衛生施設組合斎場負担金

日生斎場維持管理事業

単 市 ☆☆☆☆ 経常的

15,487

直　接
事業費

☆☆☆☆☆

0

5,248

人件費

1,395

165

人工数

2.12

人件費

☆

☆☆☆

その他

義務的

0.18

人工数

13,254

経常的

経常的☆☆☆☆☆

事業費等（単位：千円，人）

平成19年度

2.29

平成20年度

13,181 12,325 2.1322,681

10,072

340340.00

0.02

11,692

0.03

0.00

257

1.0

施　策　名
（小項目）

火葬場・墓地

対象と目的

氏名

電話

01 生活しやすいまちづくり

01 安全で快適に暮らせるまちづくり

時間このシート作成に要した時間

1 765 0 17 3 045 1 668

357 0.04

0.00

0.00

9,835

5,431

コード

01-01-16

環境課長

森本和成

0869-64-1821・1822

作
成
者

役職
（平成21年度事業）

施策への
貢献度平成21年度

人件費 人工数

所　　　　属　　　　長　　　　評　　　　価

経費の
性 質

義務的
経常的
その他

☆☆☆☆☆
　～
☆

事務事業

0.00

0 19

0

05,617

1 152

0

⑥ 施策構成事務事業の評価

備前市総合計画の内容から記載する

・

・

・

・

・

・

・

義務的

平成20年度平成19年度

(誰のために、何の
ために)

(総合計画から現在
の問題点を抽出)

備前市内外の火葬を必要とするもののために、適正な火葬執行を行う必要がある。また、墓地を必要とする市民のた
めに市有墓地の整備と維持管理を行う。

備前・日生の両地域にある火葬場は、今後維持管理の面から1施設へ統廃合について検討する必要がある。また、日
生地域の墓地需要に対し墓地の整備が十分ではないことから、新しい墓地整備が必要である。

現況と課題
②

609

5,774市債元金・利子償還事業

3 Ｃ

単 市

市有墓地整備事業

3,255

単 市

市有墓地施設維持管理事業 単 市

経常的

☆☆☆☆

☆☆☆☆☆

経常的

(総合計画の施策部
分から、実施する施
策を抽出)

5,195 0.56 215

施策展開 市営墓地の整備と管理
③ 火葬場の適正な管理運営

対象と目的 1,765 0.17 3,045

1,016

1,668

0.010 58

0 5,635 ☆0.000.00 05,705

平成21年度

市有墓地管理事業 0.03

0.191,152

④市民意識調査による施策の重要度・満足度

適 な 葬執 び墓 す 事業 適 あ

36,210

平成20年度平成19年度

2.38

評価

1

判　断　理　由　（なぜ、そのランクと評価したのか）

市民生活に必要な事業であり、市の関与は妥当である。

斎場運営事業の委託 葬儀は、民間事業者で行っているケースが多くなっており、斎場の運営についても委託への取り組みが必要と考える。

19,936 3.05H22 41,123

斎場の利用料金が統一されていないことへの不満がある。また、備前・日生地域の墓地に空区画がないことか
ら墓地整備への要望がある。

民間

実施主体

この施策に費やした資源（単位：千円，人）

3

項　　　目

新規に必要な事業・連携が必要な事業

14,46547,91413,259 2.34

説明・期待される効果

調査年度

調査結果に対するコメント、
市民の反応等

満足度（%）

H19

調査対象でない施策
は、市民の反応等

重要度（%）

H20 H21

平成21年度

5：非常に高い　4：高い　3：どちらともいえない　2：低い　1：非常に低い

3＜事業構成の適当性＞

＜成果指標の妥当性＞
施策の目的・成果を表現してい
るか？

-50
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満
足
度

重要度

⑧ 施策の評価

⑦ ⑥以外で、目標達成に必要な新規事業及び連携させる他部署の事業

④市民意識調査による施策の重要度 満足度

＜見直し領域＞
その施策や事業が必要
か否かの検討が必要

＜維持領域＞
現状の方向を継続

＜強化領域＞
内容等を見直し、市民
満足度を高める事業を
行う

＜検討領域＞
その施策や事業の存続
の検討が必要

重　　　要　　　度

満

足

度

平　均

高低

高

低

区画

区画

％

人

人

％

％

日生斎場を廃止し、備前斎場への１本化ができないか。市有墓地の造成と適正管理が必要である。

3
市民から墓地の整備を求める声は多く寄せられている。平成21年度において日生地域にて11区画を増設を行ったが、まだ不足
している。また、備前地域においても整備の要望もあることから、墓地の造成は地域に協力を仰ぎながら計画的に推進する必要
がある。中期的には目標達成は可能である。必要な施策である。

適正な火葬執行および墓地需要に対応する事業として適当である。

基本施策への
貢献度

本年度（H22年度）取組内容
（課 題 解 決 状 況）

備前斎場と日生斎場の2箇所ある斎場の料金統一と一本化について検討していく必要がある。

－
二次評価者コメント

2

単
位

－

目標値施策に対する成果指標名

ベンチマーク

達成率

目標

H21
成果指標の計算式の説明

ベンチマークの説明H19

評価年度過年度実績

H20

実績
成
果
指
標

市営墓地の区画数

1,529

3 中立

3

1,518 1,518

H23現有の市営墓地区画数

100.0

1,529

H23

421

100.0

参
考
指
標
②

実績

－

目標

達成率

ベンチマーク

H28

H22

421456 H22

－

使用頻度の把握

100.0

456

H28

3

1,529

＜施策の有効性＞
指標分析、評価年度･ 中長期の
達成見込みは？

1,529

1,529

H22

＜事業構成の適当性＞
手段は最適か？

参
考
指
標
①

100.0

ベンチマーク

達成率
斎場年間の施設利用者数

目標

488

488

実績

－

氏名

市民生活部長

野上茂之

翌年度（H23年度）取組目標 墓地需要が多いことから、造成に向けた検討を行うこと。

100.0

1,518

100.0

1,518

役職

H23

H28

－

⑤ 施策成果指標（基本目標・基本施策・施策意図から設定）

％

－

目標

実績

達成率

ベンチマーク

②
参
考
指
標
③

ベンチマ ク

－

H28

H23

H22

＜見直し領域＞
その施策や事業が必要
か否かの検討が必要

＜維持領域＞
現状の方向を継続

＜強化領域＞
内容等を見直し、市民
満足度を高める事業を
行う

＜検討領域＞
その施策や事業の存続
の検討が必要

重　　　要　　　度

満

足

度

平　均

高低

高

低


